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 １．医師確保の取り組み（例）                                            

区分 取組み項目（例） 取組み概要（例） 

意欲 

 医師育成支援 

 専門研修施設（基幹または連携）としての認定を受けるとともに、専門研修プログラムの充実（必要
症例数の確保やローテーション計画等）を図りながら、専門医を目指す若手医師にとって魅力ある
病院を目指す取組み。 

 民間団体との提携により、当該病院で働きながら臨床研究や海外留学を希望する医師の確保・
支援する制度を創設する事例もある。 

 医療内容 
 先進医療や在宅医療、予防医療領域等における全国のモデルとなるような取組みや調査研究事

業（医工連携含む）へ参画することにより、医師にとっての魅力ある病院づくりを目指す取組み。 

 医師業務負担の軽減 

 医師にとって負担が重いとされる診断書や意見書作成、オーダリングシステムや電子カルテ入力
等の事務作業に対する医師事務作業補助者の配置。 

 医師が担っている検査手順や入院に関する説明、診療行為（薬剤投与量の調節や指導等）につ
いて、院内の多職種連携によって業務分担する取組み。 

 救急外来患者数が多く、夜間においても昼間帯と同程度の診療を提供する必要がある診療科に
対する医師の交代制勤務の導入。 

 短時間正規雇医師や非常勤医師の外来診療、当直等への活用。※ 女性医師の短時間雇用 
 初診の選定療養費の増額や初診患者の診療を主目的とした外来診療の規模縮小。 

経済 

 給与制度の見直し 

 初任給調整手当の見直し  
  ※ 公立病院において、民間病院との給与格差を是正するために支給する手当 
 特殊勤務手当の新設や見直し 
※ 分娩取扱手当や救急勤務医手当、心臓カテーテル手当、透析手当等、病院特性に応じた 
  手当が存在する。 

 奨学金制度の創設 

 将来、自院の医師として勤務する意志のある医学生に対して、修学に必要な奨学金を貸与し、医
師免許取得後に自院に勤務してもらう制度。 

 「卒業後、直ちに当該病院で２年間の臨床研修を開始して、それを修了した場合」や「２年間の臨
床研修修了後、引き続き当該病院医師として勤務した場合」等に対して、奨学金の返還を免除す
る仕組みを設けることもある。  
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 １. 医師確保の取り組み（例）                                            

区分 取組み項目（例） 概要 

流通 

 大学医局への依頼 
 寄付講座の開設 

 医師を派遣している大学に寄付講座（外部から委託された資金をもとに、開設講座を組織し、研
究活動）を設けることで安定的に医師を確保する取組み。 

※ ここでは医師を派遣している大学に寄附を行い、大学が地域医療に関する研究を行う過程で、 
  教育研究活動の一環として病院等へ医師を派遣するシステムを意味。 

 医師紹介・スカウト会社の活用 

 転職を希望する医師の紹介を受けるのみならず、医師の転職市場のトレンド把握や優秀な医師を
招聘するためのノウハウを得ることも含めた医師紹介会社との連携。 

 高い診療技術やマネジメント能力のある中堅・ベテラン医師を招聘するためのスカウト会社の活用。 
 医師紹介会社等の連携窓口としての医師招聘企画室の設置や医師採用担当者の配置。 

広報 

 HP等による公募 
 医師向けのオリジナルパンフレットの制作や採用ホームページの開設による情報発信。 
※ 医師向けの情報発信にあっては、「自院の強みと働くメリット」を明確に伝える（「ブランディング」 
  と呼ばれる取組み）必要がある。 

 ライフスタイルアピール 

 勤務地について、「東京から新幹線で2時間ちょっと。観光資源豊富な黒姫で地域医療に貢献し、
自然を楽しむライフスタイルを実現しませんか？」といった観光名所であることのアピール。 

 臨床研修先として若い医師が週2日の研究日を活用し、働きながら学べることやリタイア後には自
治体所有の別荘地を廉価で紹介できるといった、年齢・ライフステージに応じた様々な働き方まで
提案することもある。 
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 １. 医師確保の取り組み（例）                                            

※ 民間団体との連携による取組み 

※ 出典：橋本市民病院（和歌山県）HP 


